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理念

　

第
63
回
広
島
県
公
衆
衛

生
大
会
〜
健
や
か
な
暮
ら

し
を
つ
く
る
人
々
の
集
い

〜
が
、
11
月
25
日
に
大
竹

市
の
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け
・

ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
公

衆
衛
生
推
進
委
員
や
行
政

事
務
担
当
者
な
ど
、
約

3
7
0
人
が
参
集
し
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
公
衆
衛

生
の
向
上
に
日
々
努
力
す

る
個
人
や
団
体
を
称
え
、

知
識
や
体
験
を
交
流
し
あ

い
、
真
に
健
康
な
県
民
生

活
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
を
ね
ら
い
に
開
催
し
て

お
り
、
式
典
や
講
演
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
県
知
事
、

県
医
師
会
長
及
び
環
保
協

理
事
長
か
ら
公
衆
衛
生
活

動
に
お
い
て
多
大
な
成
果

を
あ
げ
た
33
個
人
・
7
団

体
の
功
績
を
称
え
、
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
で
あ
る
田
邊

広
島
県
副
知
事
、
入
山
大

竹
市
長
、
松
村
広
島
県
医

師
会
長
（
天
野
常
任
理
事

代
読
）
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
大
会
に
花
を
添
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
地
区
衛
生
組
織

代
表
者
会
議
の
今
津
俊
昭

議
長
が
大
会
宣
言
文
を
読

み
上
げ
、
積
極
的
な
活
動

が
担
え
る
人
材
育
成
を
は

じ
め
、
感
染
症
予
防
対
策

や
災
害
時
に
お
け
る
公
衆

衛
生
活
動
、
フ
レ
イ
ル
予

防
等
の
健
康
づ
く
り
お
よ

び
地
球
温
暖
化
や
海
ご
み

等
の
環
境
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
の
必
要
性
を
宣
言

し
、
会
場
の
大
き
な
拍
手

に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た

（
宣
言
文
は
下
記
）。
大
会

宣
言
に
掲
げ
た
７
つ
の
項

目
は
、
向
こ
う
1
年
間
の

公
衛
協
活
動
の
柱
と
な
り

ま
す
。

　

続
い
て
「
環
境
と
健
康

の
ポ
ス
タ
ー
･
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
優
秀
作
品
表
彰
式
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
最
優

秀
賞
や
特
別
賞
を
は
じ
め
、

開
催
地
の
大
竹
市
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
児
童
・
生

徒
が
出
席
し
、
田
邊
副
知

事
や
佐
藤
理
事
長
か
ら
表

彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受

け
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
の
選
考
委
員
を
務

め
て
い
た
だ
い
た
福
田
浩

子
委
員
と
髙
尾
ひ
と
み
委

員
長
に
、
優
秀
作
品
や
コ

ン
ク
ー
ル
全
体
の
講
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後

に
全
員
で
記
念
撮
影
を
行

い
、
午
前
の
部
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
「
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
」
と
「
講
演
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
は
、
大
竹
市
で
活

動
し
て
い
る
「
石
本
美
由

起
の
歌
を
広
め
る
会
」
に

よ
る
歌
や
踊
り
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
34
人
に
よ
る

歌
や
踊
り
が
盛
大
に
行
わ

れ
、
会
場
か
ら
は
ア
ン
コ

ー
ル
の
声
が
か
か
る
ほ
ど

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
気
象
予
報
士
・

技
術
士
（
応
用
理
学
）・

防
災
士
で
株
式
会
社
南
気

象
予
報
士
事
務
所
代
表
取

締
役
の
南
利
幸
先
生
に
よ

る「『
な
る
ほ
ど
お
天
気
学
』

地
球
温
暖
化
と
異
常
気
象

〜
防
災
対
策
に
つ
い
て
考

え
る
〜
」
と
題
し
た
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
広
島
の

気
象
の
特
徴
や
天
気
予
報

の
見
方
、
近
年
の
異
常
気

象
に
よ
る
災
害
に
対
す
る

対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
ク

イ
ズ
な
ど
を
交
え
な
が
ら

楽
し
く
解
説
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
開
催
地
で
あ

る
大
竹
市
公
衆
衛
生
推
進

協
議
会
の
住
友
唯
夫
会
長

が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
大
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

大会宣言を読み上げる今津議長

大 会 宣 言
　私たち公衆衛生推進委員は、積み重ねられた歴史の中で、行政や他団体と協働しつつ、
自主的・組織的なコミュニティ活動をとおして、公衆衛生思想の普及向上に努めてまいり
ました。
　近年、気候変動による甚大な自然災害が発生する状況に加え、新型コロナウイルス感
染症という災禍、地球温暖化とエネルギー問題など、社会環境に応じて私たちの活動も
大きく変化することが求められています。
　これからも人々がより快適で健やかに暮らせる活力あるコミュニティの実現をめざし、
積極的な活動が担える人材育成をはじめ、行政・事業者・各種団体等と連携して、感染
症予防対策や災害時における公衆衛生活動、フレイル予防等の健康づくりおよび地球温
暖化や海ごみ等の環境問題に取り組むことが必要です。
　そこで、『健やかな暮らしをつくる人々の集い』をテーマに開催するこの大会を契機に、
次の７つの項目について、より積極的・効果的に取り組む決意を示し、地域リーダーや関
係者一同の情熱と知恵と行動力を結集し、その実現に向けて邁進することを宣言します。

一.防災・減災・復興に活かす公衆衛生活動の推進
一.フレイル予防を目的とした実践活動による健康づくりの推進
一.プラスチックごみや不法投棄ごみの撲滅による生活空間の美観の確保と快
　 適な環境づくりの推進
一.住民・行政・事業者の連携による脱温暖化のまちづくりの推進
一.日常的な感染症の予防活動（手洗い、うがい、マスク着用）の推進
一.積極的な活動が担える人材育成とあらゆる主体と連携した活動の推進
一.上記の６つの項目を実現するためのコミュニティ組織づくりの推進および
　 強化
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第63回広島県公衆衛生大会開催第63回広島県公衆衛生大会開催第63回広島県公衆衛生大会開催

７つの活動指針採択７つの活動指針採択７つの活動指針採択
快適で健やかに暮らせる活力あるコミュニティの実現をめざす快適で健やかに暮らせる活力あるコミュニティの実現をめざす快適で健やかに暮らせる活力あるコミュニティの実現をめざす

　

公
衆
衛
生
推
進
委
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

健
康
と
環
境
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
地
域
に
根
付

い
た
活
動
を
通
じ
て
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
と

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
8
波
の
中
、
大
竹

市
公
衛
協
の
ご
協
力
の
も
と
、
第
63
回
広
島
県

公
衆
衛
生
大
会
を
開
催
し
、
人
々
が
よ
り
快
適

で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
実
現
を
目
指
し
て
、「
防
災
・
減
災
・
復
興

に
活
か
す
公
衆
衛
生
活
動
の
推
進
」「
フ
レ
イ

ル
予
防
を
目
的
と
し
た
実
践
活
動
に
よ
る
健
康

づ
く
り
の
推
進
」
な
ど
、
7
つ
の
項
目
を
宣
言

し
ま
し
た
。
公
衆
衛
生
推
進
委
員
の
皆
さ
ま
に

は
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

今
年
5
月
に
は
、
広
島
県
で
G
7
広
島
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
協
会
は
昨
年
11

月
に
広
島
サ
ミ
ッ
ト
県
民
会
議
の
会
員
と
な

り
、
宮
島
を
は
じ
め
県
内
観
光
地
の
食
品
衛
生

指
導
や
衛
生
管
理
の
取
り
組
み
状
況
の
確
認
の

業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
微
力

な
が
ら
サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
協
会
の
第
2
次
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
が
始
ま
る
年
で
す
。
基
本
理
念
を
「
み
ん
な

の
生
命
（
い
の
ち
）
を
ま
も
り
た
い
」
を
継
続

す
る
強
い
意
志
を
示
す
た
め
に
「
み
ん
な
の
生

命
（
い
の
ち
）
を
ま
も
り
つ
づ
け
た
い
」
と
し
、

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
は「
環
保
協
ビ
ッ
グ
・
ピ
ク
チ
ャ
ー

2
0
3
3　

信
頼
と
技
術
で
『
価
値
を
共
創
』

す
る
環
保
協
」
と
し
ま
し
た
。
役
職
員
一
同
、
一

人
ひ
と
り
が
協
会
と
地
域
社
会
の
持
続
的
な
発

展
に
つ
な
が
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、
強

い
想
い
を
持
っ
て
事
業
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
協
会
運
営

に
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
発
展
と
ご
健

康
を
祈
念
し
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

理事長　佐藤　均


